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数学科学習指導案 

                                    展開学級：３年 C 組 

                                    展開場所：３年 C 組教室 

                                     

１ 単元名 平方根 

 

２ 単元について 

（１）単元観 

  小学校では、数について、整数や小数、分数などの数の概念を把握させるとともに、四則演算を含め、

計算する能力を伸ばしてきた。中学校の第１学年では、取り扱う数の範囲について、負の数まで拡張す

るとともに、四則演算と数の世界の広がりを定着させた。第３学年では、既習の有理数に加え、根号を

用いることで無理数を含む実数まで範囲を拡張することを伝えた。また、無限小数の中にも、πのよう

な循環しない小数と、分数で表せる小数があることを確認し、無理数の位置付けを理解させた。これま

で表現することができなかった数を、根号を用いて表すことで四則計算ができるようになる概念を理解

させたい。 

 

（２）本単元における授業と研究主題との関連 

・市教研数学部会研究主題 

「基礎・基本を身に付け、自ら学び自ら考える力を育てる数学指導のあり方 

～活用する力の育成を目指して～」 

・本校研究主題 

「基礎・基本の定着を図り、生徒が主体的に取り組む数学教育のあり方 

～教材の工夫や教え合いによる授業実践～」 

  本単元では、新しい数である無理数と有理数の違いを様々な方法で理解させ、基礎・基本の定着を図

りたい。既習事項をもとに、四則計算の方法を理解したり分母の有理化のような新しい考え方を見いだ

そうとしたりすることができるようにさせたい。本時の展開では、平方根を含む数同士の四則演算のう

ち、乗法の計算方法を考える。「√𝑎 × √𝑏 = √𝑎𝑏」のように根号の中の数どうしのかけ算になることを確

認する。多様な見方や考え方ができるよう、既習事項を用いて図の面積や辺の長さを利用して考えさせ

たい。 

研究主題である基礎・基本の定着を図るため、毎時間授業の最初に復習用の計算ドリルを行っている。

特に３年生の授業では、入試を見据え、基礎的な計算力を身につけることを目的として、内容を工夫し

て実施している。生徒が主体的に授業に取り組めるように、早く問題を解き終わった生徒にはまだ終わ

っていない級友の側へ行き、教えるように促している。教え合いを通して、数学が苦手な生徒も気軽に

質問できる雰囲気を大切にしたい。 
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３ 生徒の実態について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 単元の目標 

（１）数の平方根に関心をもち、その必要性と意味を考え、具体的な場面で数量を表したり処理したり

しようとしている。（数学への関心・意欲・態度） 

（２）根号を用いて表し、計算した結果を基にして、具体的な場面で数量やその関係について考えるこ

とができる。（数学的な見方や考え方） 

（３）数の平方根の意味を理解し、近似値を求めたり根号を含む式の四則計算や変形をしたりすること

ができる。（数学的な技能） 

（４）有理数と無理数の意味を理解し、具体的な場面で数を用いて表したり処理したりする範囲が広が

ることを理解している。（数量や図形などについての知識・理解） 

 

５ 指導計画（１５時間扱い、本時６／１５） 

節・項目 時配 学習内容 

１節 

平方根 

１項 

平方根 ３ 

・平方根の意味 

・ルート（√ ）の表し方 

・平方根の大小 

２項 

平方根の値 
１ 

・√𝑎の近似値の求め方 

３項 

有理数と無理数 
１ 

・有理数と無理数の意味（数の分類） 

・有理数（有限小数、循環小数）を分数で表す 

２節 

根号をふくむ

式の計算 

 

 

 

１項 

根号をふくむ式の

乗法・除法 

 

４ 

 

本時 

１／４ 

・√ を含む数の乗法と除法 

・素因数分解を利用した√ の中を簡単にする変形 

・分母の有理化 

２項 

根号をふくむ式の

計算 

３ 

・√ を含む数の加法と減法 

・√ を含む式の展開 

３節 

平方根の利用 

１項 

平方根の利用 
１ 

・問題に合う図や特徴を捉え、平方根の考え方を

用いて解く 

章末問題 
２ 

・基本のたしかめ、章末問題 

・章末テスト 
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５ 本時 

（１）目標 

 ①√ を含む数の乗法を既習の知識を用いて考えようとする。（関心・意欲・態度） 

 ②√ を含む数の乗法の計算方法を平方根の意味から導くことができる。（見方・考え方） 

（２）展開 

課程 時配 学習活動と内容 指導上の配慮事項と評価（◇） 

導入 ５分 １ 前時の内容の確認 

・有理数とは、分数で表すことができる

数である。 

・無理数とは、分数で表すことができな

い数である。 

・√𝑎（𝑎=2,3,5,8,10）の近似値がどれく

らいだったか振り返りをする。 

（小数点第２位まで） 

√2=1.41…、√3=1.73…、√5=2.23… 

√8=2.82…、√10=3.16… 

・テレビ、ＰＣの準備をする。 

・今回は問１プリントを行わないことを伝

える。 

・テレビ、ＰＣを使って、前時の内容につ

いて質問する。生徒を挙手や番号で指名

し、全体で確認する。 

・長さに表すことが出来るので、その四則

計算がどうなるのか、今日の見通しが立つ

ようにする。 

・本時で扱う√8, √10の近似値について予

想させる。 

展開 ４０分 ２ 本時の学習目標の確認 

 

 

・√4 × √9がいくつになるか考える。 

＜生徒の反応例＞ 

①√4 × √9＝2×3＝6 

②√4 × √9＝√4 × 9＝√36＝6 

 

３ 学習課題の確認 

 

 

・プリントの９個の正方形の図を用いて、

√2 × √2、√8 × √8の振り返りとスライド

を参考に、√ を含む数の乗法の解き方に

ついて、図と説明欄を使ってまとめる。 

＜生徒の反応例＞ 

①近似値で求める。 

 √2 × √8＝1.414…×2.828…＝4？ 

②√2 × √8 ＝4 

図より、たて√2×横√8の長方形の面積

が４になっている。 

③√2 × √8＝√2 × 8 ＝√16 =4 

根号の中の数同士をかけ算すれば、求

めることができる。 

・目標を提示する。 

 

 

・根号の中が平方数であれば整数に直すこ

とができ、かけ算できることを確認する。

②の意見が出たらどうしてこの計算がで

きるかを考えさせる。 

・根号が平方数にならないときはどう計算

するか問いかけ、見通しを立てる。 

 

 

・前時の復習から考えさせる。まずは

√2 × √2、√8 × √8の計算を確認し、これら

の計算は今回のプリントの面積を求める

ことと同じであることを確認する。 

・考え方は１つでないことを伝え、まず個

人で考え、その後隣同士で考えるように促

す。 

・活発に話し合っている生徒にホワイトボ

ードを渡し、テレビの正方形の図も用いて

説明をしてもらう。 

・生徒の意見も合わせ、①は電卓をテレビ

に映して全体で確認をする。答えが４にな

らないことに疑問を抱かせる。②は ICTを

√⬚を含む数の乗法をどのように計算すればよいか考えよう 

√2 × √8がいくつになるか考えよう。 
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・無理数×無理数＝無理数となる例とし

て、「√5×√2 」を考える。 

 

 

 

 

 

＜生徒の反応例＞ 

①近似値で計算する。 

√5×√2 =2.236…×1.414…=3.162…？ 

≒√10？ 

②√5×√2 ＝√10と予想され、両辺をそれ

ぞれ２乗して比べる。（大小関係がわか

る。） 

・√5×√2 ＝√5 × 2が正しいか。 

(√5×√2)2=(√5×√2)×( √5×√2) 

=√5×√5×√2×√2 

=(√5)2×(√2)2 

=5×2 

・(√5 × 2)2=(√10)2=10=5×2 

・(√𝑎 × √𝑏)2=(√𝑎×√𝑏)×( √𝑎×√𝑏) 

=√𝑎×√𝑎×√𝑏×√𝑏 

=(√𝑎)2×(√𝑏)2 

=𝑎×𝑏 

・(√𝑎 × 𝑏)2= 𝑎×𝑏なので、 

√𝑎×√𝑏 =√𝑎 × 𝑏になることを確認する。 

４ 問題演習 

・早く解き終わった生徒は挙手をし、丸

をつけてもらう。全問正解の生徒はスモ

ールティーチャーとして机間巡視し、質

問を受け説明したり丸をつけたりする。 

使い全体で確認をする。③は結果を②と比

較して、正しいことを確認する。 

◇√ がついた数の乗法を既習の知識を用

いて考えようとしたか。 

          （関心・意欲・態度） 

・無理数と無理数の積が無理数になる例を

取り上げ、③のような計算のしかたでよい

か、またどうすれば正しいと確認できるか

を質問する。 

 

・①についてはテレビに電卓を映して全体

で確認をする。②の結果と比べて、根号の

中の数をかけ算をすることができそうで

あることを確認する。 

・両辺を二乗して比べ、等しくなることを

確認させる。 

 

・積が無理数になる√ を含む数の乗法に

ついても、√ の中の数をかけあわせれば

計算として正しいことを伝える。 

・一般式である√𝑎×√𝑏=√𝑎 × 𝑏が成り立つ

ことはＩＣＴで確認する。 

◇√ がついた数の乗法の計算方法を平方

根の意味から導くことができたか。 

（見方・考え方） 

 

 

 

 

・問題はテレビと黒板の両方に提示する。 

・答えを教えるのではなく、解き方を説明

することを重視させる。 

まとめ ５分 

 

５ まとめ 

・ＩＣＴを見ながら質問に答える。 

・本時のまとめノートに書く。 

まとめ：√ のついた数の乗法 

    √𝑎×√𝑏 =√𝑎 × 𝑏 

 

・ＩＣＴを使って、本時の内容を振り返る

とともに、生徒に質問をし、その内容をま

とめる。 

・「√ を含む数の除法」「√ の変形と計算

の工夫」についての話をし、次回の見通し

を持たせる。またプリントの面積や長さを

求める際に扱う平方根の加法・減法の方法

について問いかけるが、次節で詳しく取り

扱うものであることを伝える。 
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（３）評価 

 ・√ を含む数の乗法が既習の乗法の計算と同じようにできるか考えようとしているか。（プリント） 

・√ を含む数の乗法の計算の仕方を平方根の意味から導くことができたか。（ノート・発表） 

 

６ 板書計画 

６／１９ 

目標√ を含む数の乗法をどのように計

算すればよいか考えよう。 

問１ √4 × √9=2×3＝6 

問２ √2×√8 がいくつ？ 

①近似値 

●√2 ×√8 ＝1.414…×2.828…＝4？ 

②面積 

●√2 ×√8 ＝4 

（長方形の面積が４） 

③根号の中の数同士をかけ算 

●√2×√8 ＝√2 × 8 ＝√16 =4 

（根号の中の数同士をかけ算をした。） 

 

 

問３ √5×√2 がいくつ？ 

●√5×√2  

=2.236…×1.414…=3.162…？ 

●√5×√2 =√5 × 2＝√10？ 

 

＜√5×√2 =√5 × 2はなぜ？＞ 

（乗法） 

・ (√5×√2)2 

=(√5×√2)×( √5×√2) 

=√5×√5×√2×√2 

=(√5)2×(√2)2 

=5×2 

・(√5 × 2)2=(√10)2=10=5×2 

 

 

問 

（１）√3×√7 

（２）(−√7) × (−√5) 

（３）√10×√40 

（４）√24×（－√6） 

Ex. 

（１） 

√5×(−√10)×（－√2） 

（２） 

（－√6）×(−√21)×√14 

 

 

まとめ 

√ のついた数の乗法 

√𝑎×√𝑏 =√𝑎 × 𝑏 
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２章 平方根 ２節 根号をふくむ式の計算 

３年   組  番 氏名：            

問：９個の正方形があり、１個の正方形の面積が２である。それを用いて、√8×√2 がいくつになるか。 

  説明欄や図を使って考えよう。 

   

   

２ 

  

 

 

＜説明欄＞ 

解き方①： 

 

 

 

解き方②： 

 

 

 

解き方③： 

 

 

 

 

（  ） 

（  ） 


